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1. はじめに 

1-1 背景 

糸島市における養殖カキは、冬季における貴重な産業であり、特にカキ小屋における地

産地消の方式は、新鮮な海産物の提供と共に生産者との触れ合いも含め、糸島市のみなら

ず冬季の福岡を代表する観光資源である。 

 その一方で、カキの生産に伴い生じるカキの殻の処理が課題とされている。カキの生産

と副産物処理のフローについて図 1 に示す。食用とされるカキは、手作業で表面の海藻や

フジツボを除去の後、主にカキ小屋で消費される。カキ小屋から排出される焼きカキの殻

（年 200 トン）は堆積され、土壌改良剤（シーライム）として消費され、ブロック加工な

ども検討されている。 

 また、カキの生産には、養殖途中でへい死するカキが出てくることが避けられず、こち

らの処理が大きな問題となっている。へい死カキは食用のものと異なり、表面付着物を除

去するコストをかけられないため、堆積した時に悪臭や虫などが生じる。へい死カキを土

壌改良剤（シーライム）に加工すると黒くなるため適さず、やむなく溶融処理を行ってお

り、処理費が年 1600 万円かかっている。 

 令和 6 年より、有明海のノリやタイラギ生息環境改善のため、これらのカキ殻は試験的

に使用されているが、糸島のカキの持続的な産業の継続のためにも、へい死カキ殻と焼き

カキ殻の有効利用について、より低コストで簡便な方法での検討を行う必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処分に数百万円…「カキ殻」700トンを再利用 地元の力で肥料やブロックに【福岡発】FNN

プライムオンライン https://www.fnn.jp/articles/-/481855 

福岡県リサイクル総合研究センター 平成２４年度 研究成果発表会 

https://www.recycle-ken.or.jp/files/public/SeminarDetail/0/SeminarDetail_314_fil

e.pdf 

糸島地域におけるカキ養殖業の発展とカキ小屋の役割 福岡水技セ研報 2016年 3月 

https://www.sea-net.pref.fukuoka.jp/info/kenkyu/upLoad/Vol26/k26-10.pdf 

 

 

図 1 糸島市カキ生産と副産物処理フロー 



1-2 本研究の目的 

 へい死カキ殻・焼きカキ殻を、安価簡便な処理により、これらの有効利用を図ることを

目的としている。回転研磨法を基本とした処理のコンセプトとしては下図のようなもので

ある。 

 へい死カキの表面には海藻などが付着している。これを除去するため、ドラム型の容器

にへい死カキと共に表面研磨用の小石、水を入れ、容器を回転かくはんする。小石とへい

死カキ表面の摩擦により、カキ表面の付着物は除去され、清浄なカキ殻が得られる。清浄

なカキ殻は堆積しても悪臭を抑えることが出来、シーライムへの応用他高度利用できる。

研磨用の小石は繰り返し使用し、除去された表面付着物は細かくなっているため、水ごと

回収し、沈殿させた後肥料などに利用する。本法のような、ドラム型の容器を用いた表面

研磨の方法を、バレル研磨と言い、カキ小屋で使用した金網などを洗浄するためなどに使

用されており、低コスト低エネルギーの方法である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本法を使用した、へい死カキ殻・焼きカキ殻処理の理想とするプロセスについて下図に

示す。へい死カキ殻を回転研磨法により処理し、清浄なカキ殻を得るとともに、除去され

た付着物は肥料化を目指す。この過程においては、食用カキ処理の過程で生じた付着物も

投入することで肥料化できる。一方、カキ小屋においても焼きカキ殻は同様の方法で洗浄

でき、体積時の悪臭発生抑制に寄与できる。清浄なカキ殻は土壌改良材のほか、研究中と

なっているブロック作成などにも使用できる。この他の高度利用についても、本研究にお

いて検討する。 

 これらのプロセスによる、安価簡便な方法でのカキ殻ゼロエミッション化が、本研究に

おける目的となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 へい死カキ処理の回転研磨法による処理 

図 3 本研究によるへい死カキ殻・焼きカキ殻の理想的なプロセス 



2. 試料および実験方法 

 糸島漁協様よりいただいたへい死カキ殻および焼きカキ殻を実験に使用した。堆積場か

らの運搬は、ビニール袋を使用すると簡単に破けてしまったが、プラスチック容器は高価

でかさばり不適切である。検討した結果、紙製の米袋（60L で 54 円）がコスト、重さ、ハ

ンドリングがすぐれていたためこれを使用した。 

 回転研磨機については、大小工業用、研究用を検討したが、どの機械もきわめて高価で

あった。自作も検討していたが、唯一安価に入手できる大型の回転機として、電動コンク

リートミキサー(図 4：140L、コンクリートミキサー混ぜ太郎)を発見し、使用することとし

た。 

 カキ殻と共に添加する研磨剤は、砂のように細かいと後の分離が難しくまた研磨に時間

がかかることが分かった。このことより、研磨用のメディアとして 1 センチ角程度の湿式

荒研磨用のもの（図 5：20kg、バレル用研磨石 中切削用三角形）を用いた。研磨力があり、

大きさが一定のため分離が容易で、摩耗も少ない為最適のものと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実験方法は以下のようである。図 6に概要を示す。回転研磨機にカキ殻、研磨メディア、

水を入れ、回転研磨を行う。所定時間後、研磨機を傾けることで処理後の水を除去し、清

浄なカキ殻を網状のスコップで取り出す。再度の処理には、このまま新しく水とカキ殻を

投入して同様の処理を行える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 回転研磨機 

（コンクリートミキサー混ぜ太郎） 

図 5 研磨メディア 

（バレル用研磨石） 

図 6 回転研磨機によるカキ殻処理実験概要図 

カキ殻、研磨剤、水の 

投入後回転研磨 

処理水の除去、清浄カキ殻

の取り出し 



3. 実験結果 

3-1 回転研磨実験 

140L容量の回転研磨機に20kgの研磨メディアと15Lの水道水、へい死カキ殻4kgを添加し、

45 度に傾いた状態で 1 分間 70 回転の研磨を 15 分間行った。研磨前後の研磨機内の状態を

図 7に示す。また、洗浄前後のカキ殻の状態を図 8に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 研磨洗浄前後の研磨機内の様子。左：洗浄前、右：洗浄後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 研磨洗浄前後のカキ殻の様子。左：洗浄前、右：洗浄後 

 

これらの図に見られるように、本法によりカキ殻表面の海藻や海綿体、へい死したカキの

身などは取り除かれる。においなどもなく、また、触ってみたとこと、指を切る原因にも

なる鋭利な角などは完全ではないが取り除かれているようである。これらのカキ殻は数個

が塊となっている場合があるが、この場合は研磨メディアに加えて少し大きめの石や太め

のチェーンなどを混合することにより、ばらばらにすることが可能である。また、表面付

着物として存在するフジツボは、この方法では取り除くことができなかった。カキ殻と混

合して存在するホタテやサザエの殻も、同様に洗浄できた。 

 

 

 



3-2 カキ殻洗浄沈殿物の分析 

カキ殻洗浄後の汚水は、静置した後に上澄みを捨て、沈殿物が得られる。この沈殿物を X

線蛍光法により分析したところ、表 1のようになった。 

 

表 1 カキ殻洗浄沈殿物の化学分析結果（％） 

C O Ca Si Al Fe Na Cl K P 

10.4 48.2 22.9 8.3 5.4 1.1 0.8 0.6 0.6 0.3 

表に見られるように、塩分は比較的少なく、貝殻由来と思われるカルシウムが多く見ら

れた。これらの化学成分を基に、考えられる化合物組成は以下のようになった。 

 

表 2 カキ殻洗浄沈殿物の考えられる化合物組成（%） 

CaCO3 SiO2 Al2O3 Fe NaCl K P その他

有機物 

その他

酸化物 

53.0 16.5 6.9 1.0 0.9 0.6 0.3 2.8 18.0 

これらの表から、得られた沈殿物は貝殻の主成分である炭酸カルシウム（CaCO3）を主と

し、砂の成分である SiO2,Al2O3なども含むものであった。肥料として含むことが望ましく

ない塩分（NaCl）は 0.9%にとどまった。また、肥料として有効な有機物成分、K,P なども

含むため、酸性土壌などの土壌改良剤として有効であることが予想された。 

 

3-3 カキ殻洗浄沈殿物の肥料としての評価 

本沈殿物を実際に植物の肥料として使用する実験を行った。肥料を含まない腐葉土 200g

に沈殿試料 10gを混合、もしくは無混合の場合で、はつか大根の種をまき、2週間後の発芽

状況を観察した。沈殿物を添加した場合、はつか大根の発芽率は 12/12、無添加の場合 8/12

となり、肥料としての有効性が確認された。 

 

4. カキ殻高度利用法のための考察 

ここまで、低コストで簡便な方法により、清浄なカキ殻を得られること、表面付着物の

肥料による再利用ができることを報告してきた。得られた清浄なカキ殻は、堆積しても臭

気や虫の発生が抑制されるため、問題の解決に寄与するものと考えられるが、ここでは、

さらに得られたカキ殻の高度利用について考察する。 

 

4-1 カキ殻の路盤材としての評価 

北海道においては、得られたホタテの殻を粗く破砕し、砂利の代わりに歩道にまくこと

により「白い道」などの観光名所となっている。 

⚫ 稚内・利尻・礼文観光 Webサイト「白い道」 

https://www.north-hokkaido.com/spot/detail_1021.html 

同様にカキ殻を利用できないか検討してみた。カキ殻は凹凸が大きい為ある程度細かく

粉砕し、その後回転研磨する必要がある。回転研磨を 60分など、長い間行ってカキ殻の状

態を検討したところ、カキ殻は薄く剥離したり、大きいものは角が残ったりして、路盤材

代わりに使用するにはあまり適していないことが分かった。ホタテの殻とは異なり、カキ

殻は薄い層が重なる構造をしており、また中央部分の堅い部分は強く結合しているためと

思われる。 

 



4-2 カキ殻の侵入防止材としての利用の提案 

前節において、カキ殻は中央部に頑丈な角をもつ性質があるため、路盤材としての使用

が難しいことを述べたが、このような性質を利用したカキ殻の利用法について検討する。

角があるために、侵入動物や侵入者を妨害できると考えると、以下の用途が考えられる。 

図 9 に、カキ殻を設置することで有効となる例を示す。左の図は野生動物防止柵である

が、柵とガードレールの間の空間は雑草が茂り、野生動物の防止という点では望ましくな

い。この間の空間にカキの殻を設置することにより、雑草が抑制され、白い殻で見通しが

良くなり、また踏むと痛い為野生動物は避けると思われ、適した利用法と考えられる。一

方右図では、建物との間に人が入らない空間があるが、この空間にカキの殻を設置するこ

とにより、やはり雑草の抑制や、人の侵入を防ぐ効果があるものと考えられる。本法は、

野生動物の侵入する畑の周りに設置した電気柵などと組み合わせることでより効果がある

ものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 カキ殻適用の例。左図：野生動物防止柵、右図：人の入らない空間 

 

4-3 清浄なカキ殻の浄水剤としての利用 

清浄なカキ殻は、観賞魚のろ過材などに利用されており、人気が高い。カキの殻は細か

い凹凸や細孔があり、微生物や水草を育むことが出来、魚が住んでいる間に酸性に傾きが

ちな水質を緩やかに中性に戻す役割を果たす。 

これまで様々な高度利用について提案してきたが、最も付加価値の高い利用法は、清浄

なカキ殻をそのまま水質浄化剤として利用するものと考えられる。 

 

５．まとめ 

 これまで課題とされてきた、へい死カキ殻および焼きカキ殻の高度利用についての研究

を行ってきた。安価かつ簡便な方法により、清浄なカキ殻を得ることが出来、処理後の沈

殿物は肥料として利用することにより、ゼロエミッション化を図ることが出来た。清浄な

カキ殻の複数の利用法についても提案したが、最も付加価値の高い方法は、清浄なカキ殻

そのものを水質浄化剤に使用することということを示した。 

  

 最後に：福岡に無くてはならないカキの養殖・カキ小屋の文化の更なる発展を願ってい

ます。 


